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熊野古道と国道４２号の成り立ち

日本最大の半島，紀伊半島の東をほぼ海岸に沿

って続くのが熊野古道の伊勢路だ。

この辺りは，リアス式海岸で入り組んでおり，

地形が険しいため道路整備が遅れ，人々は長い

間，数々の峠や難所を越えていかなければならな

かった。

明治２１年（１８８８），車道として第１次の改修が

行われた。しかし，トンネルがなかったため，

延々と迂回して峠を越え海岸を蛇行する道筋で，

道幅も１．８mほどしかなかった。旧道の数倍も距

離がかさむこととなり，地元の人たちは隣のまち

に行くためには，旧道を利用していたという。

昭和３４年，国道４２号の改築工事が始まり，１０年

後に完了すると交通事情は一変し，物流や地域間

の行き来が飛躍的に便利になった。以来，現在に

至るまで国道４２号は東紀州の生命線となってい

る。

青年技師が設計した大正時代の
煉瓦隧道群

交通を飛躍的に進化させたのは，何と言っても

峠に設けられたトンネルだ。明治から大正時代に

つくられた八つのトンネルのうち，三つは国の登

録文化財として指定され，一つは土木学会から土

木遺産として選奨され，いまだ現役で使われてい

る。

この東紀州の「煉瓦隧道群」は，主に三重県技

師の岩井藤太郎によって設計されたものだ。岩井

は旧制三高（現在の京都大学）工学部卒業後，明

治３３年（１９００），九州の門司市で技師となり，そ

の後三重県に赴いた。隧道を設計したのは三十代

の頃で，現在，隧道内の銘板に，石工とともにそ

の名が刻まれているのを確認することができる。
どう ぜ

道瀬隧道の出入口を観察すれば，アーチに沿って

五角形の石でリズミカルに縁取られているのを発

見する。他の隧道も同じようなデザインが施さ

れ，青年技師だった彼の心意気が感じられる。
くまがや

熊野古道「熊谷道」を１時間以上も汗して登り

下りした後，道瀬隧道をくぐり抜けてみると，わ

ずか十分ほどで向こう側へ着いてしまい，拍子抜

けするほど。またこれだけの数の古い隧道が残っ

ているのも珍しく，道の変遷を体で学ぶには格好

の場所だ。
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熊野古道と煉瓦隧道
三重県北牟婁郡紀北町から熊野市
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語り部の話に耳を傾けて歩きたい
熊野古道

熊野古道・伊勢路には，幾つかの峠がある。観

光案内所や道の駅に行けば，ルートマップや案内

パンフレットを手に入れることができるので，い

ずれかの峠，古道を歩いてみることをおすすめし

たい。

伊勢路の峠歩きの魅力は，今も多く残る苔むし

た石畳だろう。日本有数の多雨地帯を通る古道で

は，大雨にも崩れにくく歩きやすい道をつくるた

め，里人たちや紀州藩により，幾つもの時代を経

て，補修が続けられてきた。場所や時代により石

の敷き方も変化し，敷石は現地で調達したため，

同じように見える石畳も，よくよく見れば峠によ

って異なるのも魅力の一つだ。

古道は，長い間使われなかったために土で埋ま

っていたところも多かった。それを発掘し，現在

のように歩くことができるようになったのは，実

は地元の人たちの功績が大きい。時代により少し

ずつ道筋も変わるため，新しく発見された古道も

幾つかある。

道を知り尽くした地元の人たちが古道を案内す

る「熊野古道 語り部友の会」もあり，古道歩き

には今や欠かせない存在となっている。語り部の

人たちの話を聞きながら歩くことにより，何気な

い風景や古道に佇む石仏も一層輝きを増してく

る。

絶景の熊野古道や煉瓦隧道を巡れば，道が人類

共有の財産だということを，心と体で感じること

ができる。

●道瀬隧道（道瀬歩道トンネル） ●熊野古道「熊谷道」

●長島隧道（江ノ浦トンネル旧道） ●熊野古道「松本峠」
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